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６
月
19
日
（
水
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
新
潟
に
お
い
て
、
県
労
福
協
第
40
回
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
団
体
か
ら
１
１
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
１
８
年
度
の
事
業
報
告
、

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
、
２
０
１
９
年
度
収

支
予
算
報
告
を
行
い
、
２
０
１
８
年
度
の
決
算

報
告
の
承
認
な
ら
び
に
監
査
報
告
の
承
認
、
役

員
改
選
の
承
認
で
は
、
理
事
18
名
（
新
任
２

名
）
・
監
事
３
名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
理
事

承
認
が
行
わ
れ
た
後
に
、
第
１
２
４
回
理
事
会

を
開
催
し
、
理
事
長
に
は
牧
野
茂
夫
理
事
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
理
事
会
を
代
表
し
て
牧
野
理
事
長

か
ら
、
「
こ
の
一
年
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、

誰
も
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
「
居
場
所
」

や
「
拠
り
所
」
の
あ
る
社
会
、
「
助
け
合
い
、

支
え
合
い
」
を
理
念
と
す
る
「
連
帯
・
協
同
で

つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
」

（
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
基
づ
き
、
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
柱
に
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
、
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
事
業
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
等
と
の
連
携
や
、
行

政
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
し
つ
つ
生
活
上
の
悩
み
や
課
題

を
抱
え
た
人
た
ち
に
対
す
る
支
援
事
業
を
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
総
会
で
は
、

〝
広
げ
て
き
た
事
業
を
ど
う
充
実
さ
せ
る
の

か
〟
〝
運
動
体
と
し
て
の
労
福
協
を
ど
う
築
い

て
い
く
の
か
〟
皆
さ
ん
の
知
恵
を
結
集
し
、
今

後
の
運
動
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
報
告
事
項
⑴
２
０
１
８
年
度
事
業

に
関
す
る
件
、
⑵
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
の

報
告
に
関
す
る
件
、
⑶
２
０
１
９
年
度
収
支
予

算
の
報
告
に
関
す
る
件
の
報
告
を
行
い
、
議
案

審
議
（
第
１
号
議
案
）
２
０
１
８
年
度
決
算
報

告
の
承
認
お
よ
び
監
査
報
告
の
承
認
に
関
す
る

件
、
（
第
２
号
議
案
）
役
員
改
選
に
関
す
る
件

の
提
案
を
行
い
、
議
案
は
、
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
総
会
に
お
い
て
18
名
の
理
事
、
３
名

の
監
事
が
承
認
さ
れ
、
承
認
後
の
理
事
会
に
お

い
て
、
理
事
長
に
は
、
牧
野
茂
夫
（
連
合
新
潟

会
長
：
留
任
）
副
理
事
長
、
齋
藤
敏
明
（
労
働

金
庫
理
事
長
：
留
任
）
、
小
野
塚
豊
（
こ
く
み

ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
本
部
長
：
留
任
）
専
務
理
事
、

間
英
輔
（
県
労
福
協
：
留
任
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
後
に
研
修
会
を
開
催
し
、
「
中
央
労
福

協
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

中
央
労
福
協
栗
岡
事
務
局
次
長
か
ら
、
中
央
に

お
け
る
審
議
状
況
等
詳
し
く
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
新
潟
県
溝

口
副
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
皆
様
、
労

働
団
体
・
友
誼
団
体
の
皆
様
か
ら
総
勢
１
１
２

名
の
参
加
を
頂
き
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

第 40 回 県 労 福 協 定 時 総 会
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会
議
の
主
な
議
題
は
、
⑴
当
面
す
る
Ｐ
Ｓ

の
課
題
と
し
て
、
①
就
業
時
間
の
変
更
、
②

セ
ン
タ
ー
長
の
任
務
、
③
超
過
勤
務
縮
減
に

向
け
た
対
応
、
④
有
給
休
暇
の
取
扱
い
、
⑵

中
央
労
福
協
主
催
の
２
０
１
９
年
度
第
１
回

生
活
・
就
労
支
援
連
絡
会
議
の
報
告
、
⑶

「
第
６
回
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
全
国
研
究

集
会
in
宮
城
」
の
参
加
体
制
の
確
認
、
４
各

Ｐ
Ｓ
の
課
題
報
告
、
が
行
わ
れ
、
県
内
４
セ

ン
タ
ー
の
抱
え
る
課
題
や
問
題
が
共
有
さ
れ
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
回
セ
ン
タ
ー
長
会
議
を
、
９

月
18
日
（
水
）
勤
労
福
祉
会
館
で
開
催
す
る

こ
と
と
し
、
11
月
15
日
（
金
）
に
は
、
第
２

回
Ｐ
Ｓ
職
員
研
修
会
を
長
岡
市
内
で
開
催
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
（
水
）
東
京
都
明
治
大
学
紫
紺

館
に
お
い
て
、
第
１
回
生
活
・
就
労
支
援
調

整
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
る
７
県
（
沖
縄
・
新
潟
・
山

形
・
千
葉
・
山
口
・
徳
島
・
愛
媛
）
そ
の
他

に
労
協
連
、
地
域
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
北
海
道
・
静
岡
県
、
連
合
中
央
な
ど
か
ら

も
参
加
し
て
総
勢
27
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
潟
県
か
ら
は
、
間
専
務
と
蛯
原
新

潟
市
Ｐ
Ｓ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
最
初
に
、
「
休
眠
預
金
制
度
の

　

５
月
10
日
（
金
）、
県
労
福
協
主
催
に
よ

る
第
32
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が

「
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
五
月
晴
れ
で
清
々
し
い
天

候
と
な
り
、
日
ご
ろ
行
い
の
良
い
82
名
が
参

加
し
、
実
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
す
る
方
、

練
習
不
足
で
大
た
た
き
を
す
る
方
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を

深
め
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
厚
意
に
よ
り
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
金
１
４
０
，
０
０
０
円
は
、「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
に
い
が
た
」
に
、
６
月
19
日
の
労
福

協
総
会
の
後
、牧
野
理
事
長
か
ら
全
額「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
」
高
見
理
事
長
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＜大会の上位入賞者＞

東コース優勝者　山崎　豊作（交通労連）

西コース優勝者　丸山　敏明（運輸労連）

準優勝　　　　　宮崎　　靖（国公総連）

東ベストグロス　山崎　豊作（交通労連）

西ベストグロス　山田　　寿（自  治  労）

資
金
配
分
に
つ
い
て
」
連
合
総
合
企
画
局　

丸
田
企
画
局
次
長
か
ら
、
「
休
眠
預
金
活
用

す
る
新
し
い
制
度
が
始
ま
っ
た
こ
と
。
資
金

分
配
団
体
の
公
募
が
開
始
さ
れ
た
な
ど
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
」
労
福
協
と
し
て
、

今
後
、
資
金
配
分
団
体
に
応
募
す
る
の
か
な

ど
、
制
度
内
容
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
各
団
体
か
ら
の
取
り
組
み
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告
内
容
は
、
各
県
か
ら

２
０
１
８
年
度
の
取
り
組
み
実
績
と
課
題
、

２
０
１
９
年
度
事
業
の
受
託
状
況
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
共
通
し
て
い
る
課

題
は
、
①
職
員
の
処
遇
問
題
（
賃
金
等
）
②

単
年
度
契
約
に
よ
る
弊
害
、
③
事
業
を
展
開

す
る
中
で
の
制
度
的
な
矛
盾
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
の
課
題
が
共
通
す
る
問
題
点
と
し
て
全
体

で
共
有
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
現
象
と
し
て
、
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
的
な
組
織
が
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
入
札
に
参
加
し
て
落
札
し
て
い
る
実
態

が
あ
る
、
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
回

第
32
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
会
議

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
」
に
寄
付
‼

中
央
労
福
協

第
１
回
生
活
・
就
労
支
援
調
整
会
議
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６
月
８
日
（
土
）
、
中
央
労
福
協
主
催
の
、

２
０
１
９
年
度
全
国
研
究
集
会
が
熊
本
地
震

か
ら
３
年
経
過
し
た
も
の
の
、
ま
だ
、
復
興

途
上
の
熊
本
市
に
お
い
て
全
国
か
ら
過
去
最

高
の
３
８
２
名
（
新
潟
県
６
名
）
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
支
え
合
い
・
助
け
合
い
で
、
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
福
祉
社
会
を
！
」
～
労
働
者

福
祉
運
動
で
共
助
の
輪
を
地
域
へ
広
げ
よ
う

～
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
集
会
の
特
別
講
演
で
は
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
抱
撲
理
事
長
：
奥
田
知
志
氏
か

ら
、
『
「
共
生
社
会
と
は
何
か
」
い
の
ち
の

普
遍
的
価
値
と
家
族
機
能
の
社
会
化
に
つ
い

て
』
と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
直
近
の
出
来
事
と
し
て
、
川
崎
市
の

小
学
生
殺
傷
事
件
、
元
事
務
次
官
の
長
男
刺

殺
事
件
に
つ
い
て
、
「
ひ
き
こ
も
り
」
が
引

き
起
こ
し
た
事
件
の
よ
う
に
、
マ
ス
コ
ミ
は

報
道
を
し
て
い
る
が
、
事
件
の
背
景
と
し
て

は
、
常
態
化
し
た
「
自
己
責
任
論
社
会
、
自

己
責
任
・
身
分
の
責
任
の
強
調
」
助
け
て
と

言
え
な
い
・
言
わ
せ
な
い
社
会
と
な
り
、

「
迷
惑
は
悪
」
の
社
会
が
創
り
出
さ
れ
て
い

る
。
共
生
と
は
、
い
の
ち
の
普
遍
的
価
値
に

絶
対
的
に
立
ち
続
け
る
こ
と
で
あ
る
と
自
ら

が
取
り
組
ん
で
い
る
実
態
を
交
え
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
中
央
大
学
法
学
部
教

授
：
宮
本
太
郎
氏
か
ら
、
「
２
０
４
０
年
に

向
か
う
地
域
と
生
活
保
障
」
～
中
央
労
福
協

70
周
年
に
寄
せ
て
～　

と
題
し
て
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
宮
本
氏
は
、
「
２
０
４
０
年

に
向
か
う
日
本
は
、
３
つ
の
不
均
衡
が
極
大

化
す
る
①
世
代
間
の
不
均
衡
、
②
地
域
間
の

不
均
衡
、
③
税
収
と
支
出
の
不
均
衡
を
指
摘

し
て
、
福
祉
の
転
換
と
協
同
組
合
、
み
ん
な

が
元
気
に
な
れ
る
地
域
社
会
と
協
同
組
合
の

重
要
性
を
論
理
的
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
中
央
労
福
協
事
務
局
長
：
花

井
圭
子
氏
か
ら
、
「
労
福
協
の
理
念
と

２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
証
・
見
直
し
に

つ
い
て
」
、
現
在
の
討
議
状
況
や
11
月
の
第

64
回
定
期
大
会
で
決
定
す
る
討
議
素
材
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
連
合
、

労
金
協
会
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
、
日

本
生
協
連
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
役
員
の

方
か
ら
、
「
労
福
協
に
期
待
す
る
も
の
な

ど
」
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
会
場
の
質
問
な

ど
も
交
え
て
意
義
深
い
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
度
は
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
京

都
府
）
で
開
催
す
る
方
針
を
確
認
し
終
了
し

ま
し
た
。

新潟推進本部（新潟県総合⽣活協同組合）

２
０
１
９
年
度　
全
国
研
究
集
会

「
支
え
合
い
・
助
け
合
い
で
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
福
祉
社
会
を
！
」

～
労
働
者
福
祉
運
動
で
共
助
の
輪
を
地
域
へ
広
げ
よ
う
～
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６
月
20
日
（
木
）
～
22
日
（
土
）
に
か
け
、

労
福
協
運
動
の
新
た
な
創
造
を
め
ざ
し
、
東

部
ブ
ロ
ッ
ク
労
福
協
第
13
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー

塾
が
静
岡
県
三
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
労
福
協
か
ら
は
、
桑
原
典
子
氏

（
連
合
新
潟
）
、
伊
藤
聡
氏
（
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
）
、
間
英
輔
専
務
（
労
福
協
）

の
３
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
講
座
【
映
画
】
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ

被
災
地
に
起
つ
」
解
説　

中
野
理
氏
（
Ｊ
Ｃ

Ａ
協
同
組
合
研
究
員
）

第
２
講
座　

「
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム

か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
へ
」
講
師　

山
本
幸
司
氏
（
中
央
労
福
協
講
師
団
・
講

師
）第

３
講
座
「
連
帯
社
会
の
担
い
手
と
し
て

の
労
働
者
自
主
福
祉
へ
」
講
師　

高
木
郁
朗

氏
（
日
本
女
子
大
学
・
名
誉
教
授
）

第
４
講
座
「
中
央
労
働
金
庫
の
理
念
と
将

来
像
」
講
師　

松
迫
卓
男
氏
（
中
央
労
金
・

理
事
長
）

第
５
講
座
「
全
労
済
の
理
念
と
将
来
像
」

講
師　

廣
田
成
巳
氏
（
全
労
済
関
東
統
括
本

部
長
）

第
６
講
座
「
生
協
の
社
会
的
取
り
組
み
」

講
師　

伊
藤
治
郎
氏
（
日
本
生
協
連
渉
外
広

報
本
部
長
）

第
７
講
座
「
地
域
で
活
躍
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

団
体
の
活
動
」
講
師　

麻
生
裕
子
氏
（
連
合

総
研
・
主
任
研
究
員
）　

第
８
講
座
「
労
働
運
動
・
労
働
者
自
主
福

祉
運
動
の
理
念
と
歴
史
」
講
師　

高
橋
均
氏

（
中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師
）

８
つ
の
講
座
を
受
講
し
、
グ
ル
ー
プ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
映
画
と
講
義
を
ふ
ま
え
小

論
文
に
つ
い
て
考
え
、
論
議
を
深
め
ま
し
た
。

暮
ら
せ
る
当
た
り
前
の
社
会
の
構
築
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

式
典
前
に
は
２
つ
の
ル
ー
ト
で
新
潟
市
中

心
部
を
デ
モ
行
進
し
、
参
加
者
は
「
労
働
者

の
使
い
捨
て
は
許
さ
な
い
ぞ
」
「
長
時
間
労

働
を
撲
滅
す
る
ぞ
」
「
雇
用
の
確
保
と
安
定
、

公
正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
実
現
す
る
ぞ
」
な

ど
と
書
か
れ
た
横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
ま
し
た
。

４
月
27
日
（
土
）
連
合
新
潟
主
催
の
第
90

回
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が
、
新
潟
市
陸
上
競
技

場
に
お
い
て
肌
寒
く
小
雨
・
強
風
の
悪
天
候

の
中
、
約
３
，
５
０
０
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

牧
野
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
今
年
の
テ
ー

マ
で
あ
る
長
時
間
労
働
の
撲
滅
に
関
連
し
て

「
全
て
の
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た
働
き
方

の
実
現
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
同
一
労
働

同
一
賃
金
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
が
必

要
」
と
強
調
。
「
誰
も
が
安
心
し
て
働
き
、

　

６
月
４
日
（
火
）
新
潟
第
一
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、「
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
」
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
61
名
の
出
席
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
小
野
塚
本
部
長
よ

り
「
６
月
１
日
よ
り
全
労
済
は
「
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
」
を
新
た
な
愛
称
に
定
め
、

歴
史
的
な
事
業
年
度
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
新
た
な
気
持
ち
で
事
業
と
運
動
に

更
に
邁
進
す
る
決
意
と
「
全
国
統
一
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
目
標
達
成
に
向
け
て
決
起
す
る

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
し
た
い
と
の
挨
拶
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、出
席
者
全
員
で「
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
」
の
ゆ
る
ぎ
な
い
飛

躍
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
90
回
新
潟
県
中
央
メ
ー
デ
ー

底
上
げ
、底
支
え
！
長
時
間
労
働
の
撲
滅
！

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
13
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾

新
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏｐ
」

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

「
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
」
新
潟

推
進
本
部
の
ゆ
る
ぎ
な
い
飛
躍
を
確
認
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６
月
25
日（
火
）、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ

ン
ク
に
い
が
た
」
第
２
回
総
会
が
勤
労
福
祉

会
館
で
、
33
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の
活
動
方
針

が
承
認
さ
れ
、
食
品
受
取
量
を
、
年
間
35
ト

ン
の
目
標
を
立
て
（
前
年
実
績
30
ト
ン
）
今

ま
で
以
上
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
総
会
の
み
の
開
催
と
し
て
後
日

講
演
会
な
ど
を
計
画
す
る
予
定
で
す
。

役
員
改
選
で
は
、
理
事
長
：
高
見
優
、
副

理
事
長
：
間
英
輔
、
斎
藤
弘
明
、
理
事
：
山

田
太
郎
、
齋
藤
信
夫
、
白
倉
京
子
、
細
野
博

康
、
監
事
：
横
山
英
二
が
信
任
さ
れ
、
事
務

局
長
に
は
小
林
淳
（
県
央
セ
ン
タ
ー
長
）
が
、

理
事
長
指
名
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
25
日
（
火
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
て
、
新
潟
県
労
働
金
庫
第

67
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
齋
藤
敏
明
理
事
長
の
挨
拶
で
、

２
０
１
８
年
度
を
振
り
返
り
概
ね
計
画
通
り

に
事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
笑
顔
を
つ
な

げ
る
運
動
の
、
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
」
や

「
交
通
遺
児
支
援
」
の
取
り
組
み
、
す
べ
て

の
働
く
人
に
良
質
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
、
そ
の
暮
ら
し
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
安

定
さ
せ
快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
強
化
し
た
い
。
ま
た
、
新
潟
県
労
働
金

庫
が
、
２
０
１
６
年
に
中
学
生
向
け
に
作
成

し
た
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
考
え
て
み
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ス
マ
ホ
と
の
付
き
合
い
方
」
』
が
、
「
消
費

者
教
育
教
材
資
料
表
彰
２
０
１
９
」
理
事
長

賞
を
受
賞
し
た
と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
、
13
会
員
へ
の
表
彰

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
第
67
期
業
務
報
告
、

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
の
設
定
の
件
、
役

員
選
任
の
件
な
ど
、
決
議
事
項
が
全
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た

第
２
回
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
総
会

新
潟
県
労
働
金
庫

第
67
回
通
常
総
会
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５
月
31
日
（
金
）
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
２
０
１
９
年
新
潟
県
日
韓
親
善

協
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
過
去
最
高

の
87
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
を
満

場
一
致
で
承
認
し
、
役
員
改
選
で
は
、
片
桐

奈
保
美
会
長
を
含
め
多
く
の
役
員
が
留
任
し
、

新
た
な
役
員
体
制
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
韓
国
総
領
事
館
の
鄭
美
愛
総
領

事
か
ら
「
韓
日
関
係
の
あ
す
を
考
え
る
」
と

題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
領
事

か
ら
は
日
韓
関
係
の
発
展
に
向
け
て
「
双
方

が
、
相
手
国
に
対
す
る
関
心
、
理
解
を
深
め

る
た
め
の
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
総
会
・
講
演
会
お
よ
び
交

流
会
で
は
、
西
村
ち
な
み
衆
議
院
議
員
、
新

潟
市
荒
井
副
市
長
、
日
韓
親
善
協
会
中
央
会

石
井
理
事
長
、
森
ゆ
う
こ
参
議
院
議
員
か
ら

激
励
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

新
た
な
会
員
の
皆
様
が
多
数
参
加
し
、
有

意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

（2019年5月末現在）

44,993件   69,441,826,275円

10,861件 130,756,279,889円

55,854件 200,198,106,164円

２
０
１
９
年
度
日
韓
親
善
協
会
総
会
・
記
念
講
演
・
交
流
会

韓
日
関
係
の
あ
す
を
考
え
る�

駐
新
潟
総
領
事
館
が
記
念
講
演
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２
０
１
８
長
岡
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー
事
業
（
11
月
３
日
）
は
、
３
会
場
５

団
体
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
合
計
１
３
８
名
、
交

流
会
89
名
が
参
加
。
②
Ｌ
Ｓ
Ｃ
事
業
は
、

年
間
相
談
件
数
４
３
６
件
。
見
附
地
域
か

ら
10
件
。
心
と
身
体
を
守
る
セ
ル
フ
ケ
ア

に
は
、
毎
回
６
～
７
人
（
最
多
11
人
）
参

加
と
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
チ
ラ
シ
を
年
間
４
万
９
千
枚

程
配
布
し
て
い
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
、
19
年
度
事
業
と
し
て
、
ワ
ー

ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
の
２
月
開
催
と
Ｌ

Ｓ
Ｃ
事
業
の
継
続
、
向
後
２
年
間
の
役
員

体
制
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
終
了
後
に
は
、
長
岡
市
や
各
団

体
か
ら
課
題
や
事
業
活
動
が
報
告
さ
れ
、

有
意
義
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

柏
崎
地
区
労
福
協
は
、
働
く
人
た
ち
、

地
域
住
民
の
生
活
問
題
や
労
働
問
題
等
の

柏
崎
地
区
労
福
協

解
決
の
糸
口
を
一
緒
に
な
っ
て
見
つ
け
出

す
「
困
り
ご
と
無
料
相
談
」
、
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
活
動
の
柱
と
し

て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
相
談
内
容
は
、
就
職
相
談
37
．

３
％
、
労
働
問
題
18
％
、
こ
こ
ろ
の
問
題

14
％
、
人
間
関
係
９
．
３
％
、
家
庭
問
題

７
．
３
％
、
そ
の
他
８
．
７
％
で
し
た
。

一
つ
の
相
談
に
複
数
の
要
因
が
絡
ま
っ

て
お
り
、
面
談
を
重
ね
て
対
応
し
て
い
る

件
数
が
大
多
数
で
す
。

こ
こ
近
年
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
、
行
政
を
は
じ
め
と
し
た

各
団
体
と
共
同
で
開
催
し
た
こ
と
に
よ
り

各
種
相
談
窓
口
と
横
の
繋
が
り
が
生
ま
れ
、

他
の
相
談
窓
口
か
ら
労
働
・
就
職
問
題
の

件
で
柏
崎
Ｌ
Ｓ
Ｃ
を
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

柏
崎
Ｌ
Ｓ
Ｃ
で
特
徴
的
な
の
は
、
「
ま

た
話
を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
」
「
ま
た
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
」
と
や
っ
て
く
る

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
点
で
す
。

家
庭
や
職
場
で
の
不
安
や
不
満
・
再
就

職
の
相
談
な
ど
を
聴
き
、
時
に
は
他
の
相

談
窓
口
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま

す
。

新
潟
地
区

　

新
潟
地
区
労
福
協
と
し
て
社
会
的
な
課

題
に
対
し
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
対

策
・
中
小
企
業
勤
労
者
の
福
祉
格
差
の
是

正
等
に
つ
い
て
、
２
月
８
日
に
新
潟
市
政

に
対
し
、
勤
労
者
福
祉
の
向
上
に
向
け
た

８
項
目
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

　

新
潟
地
区
労
福
協
と
に
い
が
た
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
の
会
の
取
り
組

み
に
よ
る
今
年
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

が
５
月
18
日
、
江
南
区
大
渕
地
内
の
畑
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
の
収
穫
に
向
け
、

定
期
的
な
草
取
り
・
水
ま
き
等
を
行
い
収

穫
に
備
え
ま
す
。
収
穫
に
は
多
く
の
手
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
同
様
、
各

労
組
な
ど
へ
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
今
年
も
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

食
料
支
援
の
一
環
で
も
あ
る
、
に
い
が

た
お
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
取
り
組
み
開
始

か
ら
１
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
多
数

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
達
や
食
料
を
提
供

し
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
の
支
え
が
あ
り
、

順
調
に
活
動
基
盤
が
出
来
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
東
区
だ
け
で
な
く
、
中
央
区
で

の
取
り
組
み
拡
大
に
向
け
、
関
係
各
所
と

の
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

新
潟
地
区
労
福
協
は
７
月
12
日
に
、
第

29
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
次
年
度
に
向

け
た
活
動
方
針
と
役
員
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

長
岡
地
区
労
福
協

長
岡
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
以
下
、

地
区
労
福
協
）
の
総
会
が
、
６
月
21
日

（
金
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
で
開
催
さ
れ
た
。

矢
島
会
長
は
総
会
開
催
に
あ
た
り｢

こ

れ
か
ら
の
社
会
は
労
働
力
人
口
が
減
少
し
、

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ
な
ど
人
の
手
の
か
か
ら
な

い
世
の
中
と
見
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

地
区
労
福
協
と
し
て
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の

高
い
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い｣

等
の

挨
拶
を
述
べ
た
。

早
速
、
18
年
度
事
業
報
告
と
し
て
、
①

地
区
労
福
協
か
ら
の

た
よ
り

新潟県労
福協

Ni
iga
ta Letter

Niigata Letter
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２
０
１
９
年
３
月
に
発
刊
し
た
、
調
査･

研
究
報
告
書
『
あ
し
た
へ 

―
健
康
と
医
療

の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
―
』
に
つ
い
て
、

今
号
か
ら
は
、
各
執
筆
者
の
テ
ー
マ
別
論
文

の
概
要
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
「
働
く
者
に
と
っ

て
迎
え
る
時
代
の
考
察
─
『
人
生
１
０
０
歳

時
代
に
働
く
』
の
視
点
か
ら 

─
」
（
桝
口

敏
行
：
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
常
務
理

事
・
研
究
主
幹
）
で
あ
る
。

同
論
文
は
、
１
．
労
働
災
害
の
推
移
と
今

後
、
２
．
「
人
生
１
０
０
歳
時
代
に
働
く
」

と
は
、
３
．
日
本
経
済
と
労
働
の
課
題
、
４
．

労
働
災
害
と
は
、
５
．
増
加
す
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
そ
の
対
策
、
６
．
日
本
の
労
働
現
場

で
の
共
通
課
題
、
７
．
近
未
来
の
働
き
方

（
Ｉ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
／
ロ
ボ
ッ
ト
時
代
）
の
全
７

章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
多
角
的
で
内
容
も

豊
富
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
資
料
も
用
い
て
比

較
的
平
易
に
書
か
れ
て
お
り
、
関
心
の
あ
る

分
野
か
ら
読
み
始
め
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
の
視
点
も
「
労
働
者
と
健
康

（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
）
・
医
療
」
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
回

は
「
人
生
１
０
０
年
時
代
に
働
く
」
を
中
心

に
、
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

【
人
口
構
造
と
長
寿
社
会
】

近
年
最
大
の
課
題
と
し
て
「
人
口
減
対

策
」
が
い
わ
れ
つ
づ
け
て
い
る
。

総
務
省
統
計
「
日
本
の
人
口
現
状
」

（
２
０
１
８
年
４
月
１
日
確
定
値
）
を
み
る

と
、
特
に
生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
人

口
）
が
前
年
比
55
万
５
０
０
０
人
も
減
少
し

て
い
る
。
桝
口
氏
は
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
新

潟
県
の
小
千
谷
市
を
例
に
、
全
国
に
比
べ
て

よ
り
深
刻
な
人
口
現
状
と
将
来
予
測
（
約
20

年
後
に
は
、
人
口
３
割
減
、
高
齢
化
率
40
％

超
え
、
生
産
年
齢
人
口
約
４
割
減
）
が
あ
る

こ
と
を
述
べ
、
長
寿
社
会
が
「
必
至
の
現
実

で
あ
る
」
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
る
。

そ
の
う
え
で
、
「
少
子
化
、
人
口
減
少
、

労
働
力
の
激
減
の
時
代
の
中
で
、
将
来
の
長

寿
社
会
」
を
ど
う
生
き
る
の
か
。
桝
口
氏
は

「
長
寿
は
決
し
て
『
悪
』
で
は
な
く
、
そ
の

準
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
『
悪
』
な

の
で
あ
る
」
と
論
じ
、
人
口
の
増
減
に
影
響

を
与
え
る
医
療
・
福
祉
的
、
地
域
的
そ
し
て

経
済
的
な
要
因
や
、
長
寿
時
代
の
課
題
で
あ

る
「
平
均
寿
命
」
と
「
健
康
寿
命
」
の
差

（
男
性
で
約
10
年
、
女
性
で
約
12
年
）
に
も

触
れ
て
、
十
分
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る

の
か
と
強
い
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

【
働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
な
の
か
】

『
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト
』
の
著
者
リ
ン
ダ
・

グ
ラ
ッ
ト
ン
氏
は
、
２
０
０
７
年
生
ま
れ
の

日
本
人
が
１
０
７
歳
ま
で
生
き
る
確
率
は

50
％
と
の
試
算
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
長

寿
社
会
の
主
た
る
支
え
手
で
あ
る
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
す
る
な
か
で
、
「
働
く
環
境
」

が
問
わ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
政
府
が
示
す
、
「
労
働
市
場

力
と
年
金
財
政
が
も
た
な
い
」
と
い
う
現
実

か
ら
出
発
し
た
「
１
億
層
活
躍
社
会
・
女
性

活
躍
社
会
の
実
現
」
と
い
う
「
働
き
方
（
働

か
せ
方
）
改
革
」
は
、
①
定
年
延
長
（
高
齢

者
雇
用
）
、
②
女
性
就
労
率
の
向
上
、
③
年

金
受
給
年
齢
の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
働
け
る

も
の
は
、
す
べ
て
働
い
て
も
ら
う
（
女
性
に

は
出
産
も
）
と
い
う
政
策
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
働
く
人
々
は
ど
の
よ
う
な
「
現

実
」
に
あ
る
の
か
。

桝
口
氏
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
当
セ
ン

タ
ー
が
以
前
実
施
し
た
、
看
護
職
場
で
働
く

方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
紹
介
す
る
。
「
い

つ
ま
で
働
き
続
け
る
（
働
き
た
い
）
と
考
え

て
い
る
か
」
や
「
有
給
休
暇
」
等
に
つ
い
て

問
う
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
厳
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
「
単
に
人
口
問
題
や
労

働
者
不
足
の
理
由
で
は
、
労
働
者
は
働
く
こ

と
は
で
き
な
い
」
、
「
労
働
災
害
対
策
と
は
、

仕
事
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
き
て
い
く
こ
と

全
体
に
か
か
わ
る
対
策
で
あ
る
」
と
の
指
摘

は
重
い
。
さ
ら
に
、
本
調
査
・
研
究
で
昨
年

度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
・
有
給
休
暇
・
時
間
外
労
働
等
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
課
題
が
多
い
こ
と
も
示

し
な
が
ら
、
今
後
の
議
論
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
Ａ
Ｉ
／
ロ
ボ
ッ
ト
時
代
も
視
野
に
入
れ
、

労
使
共
通
の
課
題
で
あ
る
労
働
安
全
衛
生
の

重
要
性
と
、
そ
の
た
め
の
対
等
な
関
係
で
の

双
方
の
真
摯
な
努
力
を
求
め
て
い
る
。

参
院
選
を
前
に
し
て
、
無
職
の
高
齢
者
夫

婦
が
95
歳
ま
で
生
き
る
に
は
２
０
０
０
万
円

の
蓄
え
が
必
要
だ
と
す
る
、
金
融
庁
金
融
審

議
会
の
報
告
書
が
問
題
と
な
っ
た
。
大
臣
の

受
け
取
り
拒
否
な
ど
「
火
消
し
」
を
優
先
し

て
、
政
治
争
点
化
を
避
け
る
の
に
必
死
な
様

子
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
人
生
１
０
０
歳
時

代
」
に
ど
の
よ
う
に
く
ら
し
を
支
え
る
制
度

を
つ
く
る
か
と
い
う
議
論
は
、
国
民
的
な
議

論
の
な
か
で
こ
そ
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
。
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
と

と
も
に
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
が
守
ら

れ
る
よ
う
な
働
く
環
境
の
整
備
は
、

「
１
０
０
歳
時
代
」
を
支
え
る
重
要
な
柱
で

あ
る
。
与
野
党
の
姿
勢
を
ど
う
み
る
か
、
桝

口
氏
の
論
稿
は
そ
れ
を
考
え
る
一
助
に
も
な

ろ
う
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

 

齋
藤　

喜
和
）

深
刻
化
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
応

　
　―

 
「
人
生
１
０
０
歳
時
代
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
働
き
方
を
考
え
る
た
め
に― ２



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（9）第38号 2019年7月15日

記念講演 菊池桃子氏

2019 にいがた
ワーク＆ライフフォーラム

2019年9月28日（土）
新潟東映ホテル会場

10：00～  受付開始 9：30～

連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会の実現に向けて
人間らしく生き、働き、暮らすことのできる社会にむけて、労働者福祉運動は「労働を中心とした福祉型社会」の実現をめざしています。
このフォーラム開催は、労働者福祉運動に携わる諸団体をはじめ、地域課題に取り組むNPOや市民活動団体、自治体との連携を図り、
相互に補完しあい、より大きな相乗効果を発揮できる可能性を追求していきます。多くの方々がご参加くださいますようお願いします。

 in新潟

午前の部 10：00～12：10

※交流会のみの参加はできません。 ※交流会は別にお申込みください。

新潟東映ホテル　白鳥の間
記念講演／菊池桃子氏
午後の部 13：30～16：40

新潟東映ホテル内または開催団体現地等
セッション／県内・市内で活躍する11団体

（昼食  移動）

※裏面の「セッション一覧」からお選びください。

交流会 17：30～（受付開始17：00～）

新潟東映ホテル  参加費1人 3,000円

日時

女優・戸板女子短期大学客員教授。1984年芸能界デビュー。幅広い芸能活動と一男一女の母として子育てを両立する傍ら、2012年3月
法政大学大学院政策創造専攻修士課程修了。その後、母校である戸板女子短期大学の客員教授としてキャリア教育の講義を担当している。
研究分野は「雇用政策を踏まえた人々のキャリア形成」著書「午後には陽のあたる場所」（扶桑社）がある。

PROFILE

お問い合わせ （一財）新潟ろうきん福祉財団  tel.025-288-5273　連合新潟  tel.025-281-7555　新潟地区労働者福祉協議会  tel.025-255-6016

●主催／2019にいがたワーク＆ライフフォーラムin新潟実行委員会
●共催／新潟県労働者福祉協議会、新潟地区労働者福祉協議会、新潟県労働金庫、
　　　　こくみん共済coop新潟推進本部、（一財）新潟ろうきん福祉財団
●後援／新潟県、新潟市、認定NPO法人新潟NPO協会
※この事業は、一般財団法人  新潟ろうきん福祉財団の公益支出事業を主たる財源として開催します。

新潟駅

万
代
口

東
大
通
り

↑
萬
代
橋
方
面

ホテル東横イン

大光銀行

中央郵便局

明石通り

●
バスターミナル●

●

●

●●

●

●
●

第四銀行
ホテルリッチ

北陸ビル
　代々木
ゼミナール ラマダホテル

弁天公園

新潟伊勢丹●
●●

ラブラ万代●

バスセンター
ビルボードプレイス
シネ・ウインド メディアシップ

南口

新潟東映ホテル

新潟東映ホテル会場で

フードドライブ
開催します

ご寄付いただきたい食品

①未開封品 
②常温保管が可能　
③賞味期限が2ヶ月以上
　残っている
※アルコール類、なま物類、
　衣類等はご遠慮ください。

フードバンクにいがた

要申込
参加無料

（定員400名）
 お申込みは、別途申込書にてお願いします。

（交流会除く）

◎申込期限 8月16日（金）◎申込期限 8月16日（金）

※ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。
※お車の場合、駐車場は自己負担となります。
※先着順、定員になり次第、締切りとさせていただきます。

※宿泊が必要な方は、各自・各団体で手配ください。

【会場地図】
●

共に働き、共に生きる
～新しい時代に伝えたい言葉～
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け
」
の
よ
う
な
概
念
で
あ
り
、
ま
さ
に
ゼ
ロ

査
定
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
❖
労
福
協
の

定
款
に
は
、
第
３
条
（
目
的
）
「
当
法
人
は
、

新
潟
県
内
に
お
い
て
勤
労
者
福
祉
を
増
進
す

る
た
め
の
事
業
を
行
い
、
勤
労
者
の
生
活
安

定
と
経
済
的
・
社
会
的
地
位
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
記
し
て
い
る

❖
「
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
」
を
中
央
が

進
め
て
い
る
。
そ
の
方
向
を
ふ
ま
え
県
労
福

協
も
作
成
す
る
❖
県
労
福
協
の
運
動
と
地
区

労
福
協
の
活
動
が
リ
ン
ク
し
て
、
地
域
に
認

知
さ
れ
た
活
動
と
組
織
に
な
れ
ば
、
勤
労
者

の
生
活
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
は
間
違
い
な

編
集
後
記

❖
第
40
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

２
０
１
９
年
度
の
事
業
計
画
等
す
べ
て
の
報

告
事
項
提
案
に
対
し
て
承
認
お
よ
び
確
認
を

頂
い
た
❖
今
回
の
事
業
計
画
の
目
玉
は
、

「
県
労
福
協
事
業
検
討
委
員
会
」
の
設
置
で

あ
る
。
委
員
会
は
、
来
年
の
総
会
に
向
け
て
、

県
労
福
協
全
て
の
事
業
の
大
胆
の
見
直
し
に

よ
り
、
県
労
福
協
の
将
来
目
指
す
べ
き
方
向

と
姿
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
【
答
申
を
受
け

最
終
の
決
定
は
理
事
会
で
あ
る
】
❖
少
し
古

し
い
話
だ
が
、
過
去
に
あ
っ
た
「
事
業
仕
分

今 後 の 日 程
７月 ２日（火）

第29回協同組合間連携集会  （新潟市：朱鷺メッセ）
２日（火）～３日（水）
2019年度事業団体・地方労福協会議（東京都）
３日（水）
フードバンク活動に関する情報交換会（東京都）
３日（水）
阿賀町支援調整会議（阿賀町）
５日（金）～６日（土）
第７期　にいがた福祉リーダー塾
  （新潟市：万代シルバーホテル）
11日（木）
中央労福協公益法人情報交換会（東京都）
17日（水）
第６回長岡市PS支援調整会議（長岡市）
19日（金）
地方労福協事務担当者会議（神奈川県横浜市）
22日（月）
上越市PS事業連絡会議（上越市）
23日（火）
上越市PS支援調整会議（上越市）
24日（水）
新潟県2019年度日ロ親善協会総会
  （新潟市：万代シルバーホテル）
25日（木）
新潟市PS支援調整会議（新潟市）
25日（木）～26日（金）
東部ブロック幹事会・事業団体責任者会議（静岡県）
30日（火）
講演会および韓日親善交流会
  （新潟市：東映ホテル新潟）
31日（水）
新潟総合生協総代会、こくみん共済Coop新潟推進本
部代表者会議（新潟市）
31日（水）
第７回長岡市PS支援調整会議（長岡市）

８月 20日（火）
第３回奨学金問題に係る意見交換会
  （新潟市：勤労福祉会館）
23日（金）
第125回県労福協理事会  （新潟市：勤労福祉会館）
30日（金）
第２回県労福協事業検討委員会
  （新潟市：勤労福祉会館）

い
❖
論
議
を
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ね
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な
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と
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た
い
。

 

（
新
光
町
の
カ
ン
ペ
イ
）

【
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に
い
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た
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（
２
０
１
９
年
４
月
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日
）

に
お
い
て
、
誤
記
載
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

８
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編
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後
記
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２
段
落
目
の
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行
目
後
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～
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行
目
、

（誤）
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受
託
し
て
は
や
６
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経
過
し
、
７
年
目
を
迎
え

る
。

（正）
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受
託
し
て
は
や
７
年
経
過
し
、
８
年
目
を
迎
え

る
。


